






















障｣ など, 3. Economy and Societyでは, ｢日本・
韓国・台湾における教育による社会移動の比較｣,
｢上海華人企業家のキリスト信仰とビジネスなど,















たちの現在 政治・文化・労働｣ では, 若者の
非政治性, 携帯コミュニケーション, 若者間の分
断などが扱われた｡ 2.｢ポスト・ナショナリズム
時代の連帯の可能性｣ では, 大沢真幸氏 (京都大
学) の ｢自由な社会〉における普遍的連帯に向
けて｣ など三名の登壇, 3.｢社会階層研究のフロ
ンティア｣ では, 格差社会, 非正規雇用, 東アジ
アにおける格差社会の日本的特徴などが扱われた｡
筆者が本学・江戸川大学で担当する ｢社会学・
C｣ (｢社会学概論｣) の使用教科書 『社会学 Soci-
ology : Modernity, Self and Reflexivity』 (有斐
閣, 2007年) の著者たちである長谷川公一氏,
町村敬志氏や, 本学にかつて勤務された上林千恵





して 『社会学評論』 と 『International Journal of
Japanese Sociology』 を発行しており, 前者はす















り, この ｢学会レヴュー｣ も今回が最後となる｡
駄文を毎回お読み下さった諸兄姉には感謝を申し
上げたいと思います｡
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